
𝑃 𝐻 𝐷 =
𝑃 𝐷 𝐻 𝑃 𝐻

𝑃 𝐷

𝜔 𝜃 𝑥 = 𝑘𝑓 𝑥 𝜃 𝜔 𝜃
事後確率 事前確率尤度

データ𝑥が母数𝜃の

確率分布から得ら
れた確率

母数𝜃の確率分布
のもとで、データ𝑥が
得られる確率

データ𝑥を得る前の
母数𝜃の確率

𝜃 𝜃𝜔 𝜃 𝑥 𝑘𝑓 𝑥 𝜃

= ×

0 𝜃1

0 𝜃2

0 𝜃3

0 𝜃4

𝜃𝜔 𝜃

𝑥𝑃 D 

𝑥

𝑥

𝑥

𝑥

𝑃 𝜃1 𝐷

𝑃 𝜃2 𝐷

𝑃 𝜃3 𝐷

𝑃 𝜃4 𝐷

データ𝐷を𝑥、原因𝐻を𝜃に読み替える

原因𝜃

データ𝐷

ベイズの公式



製造される内容量200mLの清涼飲料水のペットボトルの内容量𝑥は正規分布に従い、分散は１である。
３本サンプリングしたところ、201、202及び203ｍLであった。この工場で製造のペットボトルの内容量𝑥
の平均値𝜃の確率分布を求めよ

正規分布なので、 𝑓 𝑥 =
1

2𝜋
𝑒−

𝑥−𝜃 2

2

尤度 𝑓 𝑥/𝜃 は、データの値を掛け合わせた数値なので

𝑓 𝑥/𝜃 =
1

2𝜋
𝑒−

201−𝜃 2

2 ×
1

2𝜋
𝑒−

202−𝜃 2

2 ×
1

2𝜋
𝑒−

203−𝜃 2

2

=
1

2𝜋
𝑒
−

𝜃−202 2

2×
1
3  

事前分布𝜔 𝜃 は不明なので、一様分布を仮定すると、 𝜔 𝜃 = 1

𝜔 𝜃/𝑥 = 𝑘𝑓 𝑥/𝜃 𝜔 𝜃 ∝ 𝑒
−

𝜃−202 2

2×
1
3 ×１ ∝ 𝑒

−
𝜃−202 2

2×
1
3

平均値=202、分散
1

3
の正規分布に従う



製造される内容量200mLの清涼飲料水のペットボトルの内容量𝑥は正規分布に従い、分散は１である。
３本サンプリングしたところ、201、202及び203ｍLであった。この工場で製造のペットボトルの内容量𝑥
の平均値𝜃の確率分布を求めよ

正規分布なので、 𝑓 𝑥 =
1

2𝜋
𝑒−

𝑥−𝜃 2

2

尤度 𝑓 𝑥/𝜃 は、データの値を掛け合わせた数値なので

𝑓 𝑥/𝜃 =
1

2𝜋
𝑒−

201−𝜃 2

2 ×
1

2𝜋
𝑒−

202−𝜃 2

2 ×
1

2𝜋
𝑒−

203−𝜃 2

2

=
1

2𝜋
𝑒
−

𝜃−202 2

2×
1
3  

事前分布𝜔 𝜃 は不明なので、平均値200ｍL、分散4としておきます。

𝜔 𝜃 =
1

2 2𝜋
𝑒−

𝑥−200 2

2×4

𝜔 𝜃/𝑥 = 𝑘𝑓 𝑥/𝜃 𝜔 𝜃 ∝ 𝑒
−

𝜃−202 2

2×
1
3 ×

1

2 2𝜋
𝑒−

𝑥−200 2

2×4  ∝ 𝑒
−

𝑥−
2624
13

2

2×
4
13

平均値
2624

13
=202.846‥、分散

4

13
の正規分布に従う

再掲



事前分布𝜔 𝜃 =1

事前分布
平均200,分散4

事後分布
平均202.9,分散4/13

事後分布
平均202,分散1/3
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